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はじめに
近年web上位置情報付き画像が増加

スマートフォンやGPS機能付きカメラの普及

オンラインアルバムサービスの普及

www.panoramio.com www.flickr.com



研究目的

画像を季節ごとに分類

代表画像を表示させることで

単語概念(Word identity)の時間変化を分析

春の「もみじ」 秋の「もみじ」



研究目的

地域別に表示させることで

単語概念の地域性を分析



関連研究

川久保らの研究(WWW 2011 poster)

地域別の代表画像を抽出、データセットを作成
SIFT+BoFやカラーヒストグラムを用いて特徴量抽出

VisualRankを用いて画像を選出



方針
画像の収集

特徴量抽出

画像集合の分割

代表画像の選出

結果の表示

単語概念の分類



手法：画像の収集

Yahoo Flickr Creative Commons 100M(YFCC100M)

内、位置情報付き画像およそ560万枚

名詞250語、形容詞100語について画像のリスト生成



方針
画像の収集

特徴量抽出

画像集合の分割

代表画像の選出

結果の表示

単語概念の分類



手法：特徴量抽出

Deep Convolutional Neural Network(DCNN)

Overfeatを用いてDCNN特徴量を抽出



方針
画像の収集

特徴量抽出

画像集合の分割

代表画像の選出

結果の表示

単語概念の分類



手法：画像集合の分割

撮影地域を国単位で分割

撮影時期を月単位で分割



方針
画像の収集

特徴量抽出

画像集合の分割

代表画像の選出

結果の表示

単語概念の分類



手法：代表画像の選出

VisualRank
 PageRankアルゴリズムを画像に適用したもの
 画像間の類似度をもとに、画像のランキングを得る



手法：代表画像の選出

VisualRank

R = α(S x R)+(1 – α)P, (0 ≦ α ≦ 1)を反復

R：VisualRank値

S：画像類似度行列

α：定数(本研究では0.85を使用)

P：補正ベクトル



方針
画像の収集

特徴量抽出

画像集合の分割

代表画像の選出

結果の表示

単語概念の分類



手法：結果の表示

Google Maps APIを用いる



手法：結果の表示①

上部のマップに位置をマーカーとして表示

下部に月別の代表画像を表示



手法：結果の表示②



方針
画像の収集

特徴量抽出

画像集合の分割

代表画像の選出

結果の表示

単語概念の分類



手法：単語概念の分類

VisualRank上位10枚の画像を用いる

評価には平均ベクトルのユークリッド距離を参照

𝐷𝑖 = 𝑑 𝐻𝑖 , 𝐻𝑦

𝐻𝑖：特徴量ベクトルの平均

𝐻𝑦：平均ベクトルの平均



実験結果①

時間的変化を見た場合
時間的な変化が

大きい１０カテゴリー
時間的な変化が

小さい１０カテゴリー



実験結果①

1位：イギリスのplantの画像



実験結果①

145位：イギリスのtrainの画像



実験結果①

6位：フランスのsportの画像



実験結果①



実験結果②
地域変化を見た場合



実験結果②

地域による視覚差が見られた例

”house”の代表画像



実験結果②

地域による視覚差があまり見られない例

“grass”の代表画像



実験結果②

従来手法との比較
日本の”house”画像の特徴量によるランキングの比較



実験結果②
無関係な画像がある例

“sushi”の代表画像



実験結果②

同じ被写体を撮影した写真がある例

“temple”の代表画像



まとめ

特徴量にDCNNを用いてVisualRankを計算する
ことで、国かつ月別に代表画像を選出した

代表画像に基づき単語概念の時間及び地域ご
との変化による依存性を分析した

結果を表示するページを作成した



今後の課題

単語概念の選別

 画像枚数の少ない単語の除外

タグと無関係な画像の除去

 より高性能なDCNN特徴を用いる

詳細な地域選択

 地域間の面積の差が大きい


